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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
   Ｆ２５Ｄ   31/00     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月20日(2019.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受動的な放射冷却システムであって、
　第１の表面の上に配置される複数のメタマテリアルナノ構造を有する金属シートと；
　前記金属シートの第１の表面の上に取り付けられる反射層と；
　冷却剤が、前記金属シートの第２の表面に対して流れることによって、熱エネルギーが
、前記冷却剤から、前記金属シートを通り、前記複数のメタマテリアルナノ構造へと伝わ
るように、前記金属シートの下に配置され、前記冷却剤が通るように構成された溝構造と
を備え、
　前記複数のメタマテリアルナノ構造が、超黒色メタマテリアルに由来するパターンに整
列し、８μｍ～１３μｍの範囲の波長を有する放射エネルギーを放出するように構成され
、
　前記反射層が、入射日射を反射し、前記放射エネルギーを伝達するように構成され、　
前記複数のメタマテリアルナノ構造が、前記金属シートの上部表面に配置されたテーパー
形状のナノ細孔の配列を含み、
　それぞれの前記テーパー形状のナノ細孔の公称幅は、１ミクロンより小さい、
受動的な放射冷却システム。
【請求項２】
　前記複数のメタマテリアルナノ構造が、さらに、１６μｍ～２８μｍの範囲の波長を有
する前記放射エネルギーを発生させるように構成される、請求項１に記載の受動的な放射
冷却システム。
【請求項３】
　前記金属シートは、第１の金属を含み、めっきされた金属層は、前記金属シートの上向
きの表面と、それぞれの前記テーパー形状のナノ細孔の内側に配置され、前記めっきされ
た金属層は、前記第１の金属とは異なる第２の金属を含む、請求項１に記載の受動的な放
射冷却システム。
【請求項４】
　前記金属シートが、アルミニウムを含み、前記めっきされた金属層が、ニッケル（Ｎｉ
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）、銅（Ｃｕ）および金（Ａｇ）の１つ以上を含む、請求項３に記載の受動的な放射冷却
システム。
【請求項５】
　受動的な放射冷却システムであって、
　複数のモジュールを含み、それぞれのモジュールが、
　　金属シートと、前記金属シートの第１の表面の上にある超黒色メタマテリアルに由来
するパターンに整列した複数のメタマテリアルナノ構造とを有し、前記複数のメタマテリ
アルナノ構造は、８μｍ～１３μｍの範囲の波長を有する放射エネルギーを放出するよう
に構成された、超黒色エミッタと；
　　エミッタ層の第１の表面に取り付けられ、入射日射を反射するように構成される反射
層と；
　　前記金属シートのエミッタ層の下に配置され、入口と出口の間を冷却剤が流れるよう
に構成され、熱エネルギーが、冷却剤から、前記金属シートを通り、前記複数のメタマテ
リアルナノ構造へと伝わる、溝構造と；
　　前記冷却剤が前記複数のモジュールを通って流れるように構成された流れ制御システ
ムとを備え、
　前記金属シートが、アルミニウム系の層と、アルミニウム系の層の上に配置された酸化
アルミニウム層とを含み、
　前記複数のメタマテリアルナノ構造が、前記酸化アルミニウム層内に完全に規定された
テーパー形状のナノ細孔の配列を含み、
　前記超黒色エミッタは、前記酸化アルミニウム層と、それぞれの前記テーパー形状のナ
ノ細孔の内側に完全に配置されためっきされた金属層をさらに含み、
　前記めっきされた金属層が、ニッケル（Ｎｉ）、銅（Ｃｕ）および金（Ａｇ）の１つ以
上を含む、
受動的な放射冷却システム。
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